
１ 実施期間
令和２年12月７日（月）から令和３年１月５日（火）まで

２ 閲覧場所

３ 意見総数
意見提出者　６人　　意見総数　　２７件

４ 提出された意見の分類
（１）第６期 飾区障害福祉計画（素案）に関するもの ７ 件

（２）第２期 飾区障害児福祉計画（素案）に関するもの ７ 件

（３） 飾区障害者施策推進計画（見直し素案）に関するもの １１ 件

（４）その他 ２ 件

５ 提出された意見と区の考え方
別紙のとおり

第６期 飾区障害福祉計画（素案）、第２期 飾区障害児福祉計画（素案）及び
 飾区障害者施策推進計画（見直し素案）に関するパブリックコメントの実施結果について

区政情報コーナー、区民事務所、区民サービスコーナー、図書館、地区図書館、
ウェルピアかつしか、健康プラザかつしか、保健センター、シニア活動支援センター、
高齢者総合相談センター、男女平等推進センター、福祉管理課、福祉総合窓口
※　区ホームページからも閲覧ができるようにしました。

3.2.1 推進協議会
資料１



No. 計画（素案）関連箇所 意見の要旨 取扱い 区の考え方

1

10ページ　相談支援体制の充
実・強化等

障害者施策推進計画
55～58ページ　相談体制の充実

　基幹相談支援センターがいつまで
に設置できるのか明確にしてほし
い。

◎

　基幹相談支援センターの整備については、他の市区
町村の基幹相談支援センターの状況を調査、情報収集
を行い本区にはどのような形のセンターが望ましいの
か、令和５年度末までの設置に向けて検討してまいり
ます。ご意見を踏まえ、10ページ「区の目標値」につ
いて、設置目標時期を追加いたしました。

2

13ページ　生活介護

障害者施策推進計画
59～61ページ　社会参加の支援
62～64ページ　社会資源の充実

　医療的ケアを必要とする重症心身
障害児者の特性に合った社会参加の
支援、生涯学習の場を検討してほし
い。

◎

　区は、障害のある方が日中、創作的活動などを行う
場として、生活介護事業所の整備に取り組んでいま
す。ご意見の医療的ケアを必要とする重症心身障害の
ある方の社会参加支援につきましては、通所施設の整
備を進める中で対応してまいります。
　また、生涯学習の場につきましては、保護者団体か
らの聞き取り等により、具体的なニーズを把握してま
いります。
　ご意見をいただいたことから、60ページ「今後の方
向性」に、ニーズの把握についての記述を追加いたし
ました。

3

13ページ　生活介護

障害者施策推進計画
62～64ページ　社会資源の充実

　医療的ケアを必要とする方を対象
とする通所施設の整備を進めてほし
い。

○

　医療的ケアができる通所施設の整備について、施設
の整備を行う社会福祉法人等に対し、ニーズを伝え、
整備等の調整やその後の運営支援を検討してまいりま
す。

　第６期 飾区障害福祉計画に関するもの　７件

第６期 飾区障害福祉計画（素案）、第２期 飾区障害児福祉計画（素案）、
 飾区障害者施策推進計画（見直し素案）に関する区民の意見と区の考え方

【取扱いについて】　◎：計画案に意見を反映する　　○：計画（素案）に盛り込まれている
　　　　　　　　　　△：意見・要望としてお聞きし、今後の参考にする
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4

21ページ　短期入所（ショート
ステイ）

障害者施策推進計画
62～64ページ　社会資源の充実

　障害者通所施設の整備と併せて、
たん吸引など看護師が対応できる医
療的ケアが実施できる重症心身障害
児者の短期入所施設の整備を進めて
ほしい。

◎

　区は、ご自宅で障害のある方の介護をしている保護
者の方の緊急時の対応や負担軽減のため、重度心身障
害や医療的ケアが必要な方を対象とする、短期入所施
設を確保していく必要があると考えております。この
ため、通所施設、グループホーム等を整備支援する際
に、短期入所用の居室を確保するよう、今後とも働き
かけてまいります。
　ご意見をいただいたことから、21ページ「確保策」
に医療的ケアへの対応に関する記述を追加いたしまし
た。

5

21ページ　短期入所（ショート
ステイ）

障害者施策推進計画
62～64ページ　社会資源の充実

　医療型短期入所先として東部地域
病院、葛飾赤十字産院に働きかけを
してほしい。

△
　医療型短期入所施設につきましては、病院や東京
都、関係機関との連携を図りつつ検討してまいりま
す。

6 28ページ　協議会

　地域課題を考える「自立支援協議
会」と施策の進捗状況を確認する
「施策推進協議会」は別に設置し、
課題が多い医療的ケアの関係者が参
画できるように検討してほしい。

◎

　区では、障害者施策推進計画の進捗状況の管理や見
直しを行う「葛飾区障害者施策推進協議会」、地域の
課題の把握等を行うための「地域自立支援協議会」を
一体的に行うことで、地域課題の把握から計画の進捗
管理・見直しまでを一貫して行っております。
　医療的ケアの必要な方の支援につきましては、医
療・保健・福祉・教育等の幅広い分野での連携が必要
であることから、「葛飾区障害者施策推進協議会」と
は別に、分野を横断した協議の場を設け、その中に、
医療的ケアの関係者が参画できる体制を令和５年度末
までに整備できるよう検討を進めてまいります。
　ご意見をいただいたことから、28ページ「協議会」
に、医療的ケアを必要とする方の支援についての協議
の場の設置に関する記述を追加いたしました。
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7

32ページ　移動支援事業

障害者施策推進計画
65～67ページ　生活支援

　宿泊を伴う外出先（ホテルなど）
をその日の居宅とみなし、柔軟に移
動支援が使えるようにしてほしい。

△

　移動支援事業は、市区町村が障害者及び障害児が、
自立した日常生活又は社会生活を営むことができるよ
う、地域の特性や利用者の状況に応じ、実施している
事業です。
　本区の移動支援事業は、日帰りでの外出を条件とし
ており、現状では宿泊を伴う外出については対象とし
ておりませんが、今後、適用範囲についてはご意見を
参考にしつつ、検討してまいります。

3



8

34～35ページ　障害児支援の提
供体制の整備等

障害者施策推進計画
68～70ページ　保健・医療支援

　医療的ケア児の協議の場につい
て、第５期障害福祉計画でも「設
置」を目標に掲げていたが、第６期
も「設置」を目標としている。具体
的にどのように動く予定であるの
か、また設置予定時期を明記しそれ
に沿って動いてほしい。
　医療的ケア児コーディネーターの
養成、配置を計画的に進めてほし
い。

　（同様の意見が他に１件）

○

　区といたしましても、医療的ケア児支援のための関
係機関の協議の場の設置につきましては、重要である
と考えております。現在、福祉部・健康部・子育て支
援部・教育委員会事務局において情報交換を行ってお
ります。今後、医療との連携等、検討を進め国の基本
指針に基づき、令和５年度末までに協議の場を設置で
きるよう検討を進めてまいります。
　また、医療的ケア児等に関するコーディネーターの
配置につきましても、配置方法の検討を協議の場の設
置とともに、検討を進めてまいります。

9

34～35ページ　障害児支援の提
供体制の整備等

障害者施策推進計画
68～70ページ　保健・医療支援

　医療的ケア児支援のための関係機
関の協議の場として専門部会を立ち
上げ、当事者家族も協議の場に加え
てほしい。

○

　区といたしましても、医療的ケア児支援のための関
係機関の協議の場の設置につきましては、重要である
と考えております。専門部会の設置等につきまして
は、幅広い分野での連携が必要となるため、関係機関
等の意見を踏まえながら検討してまいります。

10
36ページ　児童発達支援
39ページ　放課後等デイサービ
ス

　年齢により、通所していた療育機
関が利用できない。

△

　児童の発達を促すことを目的とした児童通所サービ
スは、児童の年齢によって児童への働きかけが異なる
ため、利用するサービスが分かれております。
　未就学児対象のサービスが児童発達支援、就学児対
象のサービスが放課後等デイサービスとなっており、
両サービスを兼ねて運営している所もありますが、多
くの事業所は通所できる年齢の範囲が異なっておりま
す。

　第２期 飾区障害児福祉計画に関するもの　７件
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11

36ページ　児童発達支援

障害者施策推進計画
78～81ページ　障害児サービス
の充実

　日中、母子分離で送迎ありの療育
機関があったが、事業者の撤収によ
り利用できず、事業所が少ないと感
じている。

△

　令和２年10月現在、区内には児童発達支援センター
を含め、16箇所の児童発達支援事業所において就学前
の療育を行っています。その７割程度が送迎を行い、
母子分離でのサービス提供を行っております。
　区といたしましては、新たな児童発達支援センター
が開設したことにより、現時点では必要量は確保でき
ると見込んでおります。

12

36ページ　児童発達支援

障害者施策推進計画
82～84ページ　早期療育の充実

　発達検査に不便を感じている。予
約をしてから検査まで日数が長い
上、面談・検査・結果、と障害児を
連れて度々移動するのは大変なの
で、通っている療育機関でできるよ
うにしてほしい。

△

　発達検査については、お子さんの行動観察や保護者
との面談を重ねた上で必要性を判断し実施しておりま
す。そのため、保護者の方の希望で発達検査の実施や
時期等は決められませんのでご理解をお願いいたしま
す。
　療育機関での検査実施については、施設ごとに専門
性や職員配置が異なり、お子さんの特性に応じて検査
することが難しい場合があります。そのため、発達相
談に伴う発達検査が必要な場合は、公的機関が発達検
査を実施しております。また、これらのことから検査
実施までに時間を要しますが、予約から検査までの期
間に関して、お子さんにとって適切な時期に受けるこ
とができるように引き続き努力いたします。

13

39ページ　放課後等デイサービ
ス

障害者施策推進計画
78～81ページ　障害児サービス
の充実

　放課後等デイサービスに通わせた
いが空きがない。

○

　令和２年９月１日現在、区内には34箇所の放課後等
デイサービス事業所があります。
　今後につきましては、重度障害にも対応した、放課
後等デイサービス事業所を増やしていく必要があり、
民間事業所と連携して、サービスの提供体制を整備し
てまいります。
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14 55～58ページ　相談体制の充実

　医療的ケアが必要な方は医療・福
祉の多様な相談支援が求められてい
ますが、医療に詳しい相談支援専門
員が少ないため、適切な対応ができ
るように相談支援専門員の育成支援
や専門的な研修を強化してほしい。

　（同様の意見が他に１件）

○

　医療的ケアが必要な方に適切な対応ができるよう、
東京都が実施する医療的ケア児コーディネーター研修
等、専門的な研修への積極的な参加を区内相談支援事
業所に促していきます。また、それらの研修報告を区
で定期的に開催している相談支援専門員研修会で行う
等、医療・福祉の多様な相談に対応できる相談支援専
門員の育成支援を行ってまいります。

15 82～84ページ　早期療育の充実

　発達に課題のある子どもの親の精
神的なケアが重要である。将来をプ
ラスに捉えることのできる話や、仲
間同士の交流の持てるコミュニティ
として、一般の子育て支援にある
「子育てひろば」のような居場所が
必要である。

△

　葛飾区障害者施策推進計画（見直し素案）の82ペー
ジから掲載している、早期療育の充実の中で、「保護
者に対しては、発達の気になる段階から戸惑いや不安
を受け止め、寄り添いながら支援を行います。」とし
ており、区といたしましても、発達に課題のある子ど
もの保護者（親）の支援を進めることが重要であると
考えております。発達に関する相談をする保護者の
様々な思いや葛藤に対する専門職による支援を行うと
ともに、子ども発達センターではペアレントメンター
（養成講習を受けた発達に課題のある児童の親）によ
る支援なども進めています。
　今後もこうした支援の更なる充実を図りながら、発
達に課題のある子どもの保護者の支援を進めてまいり
ます。

　 飾区障害者施策推進計画に関するもの　１１件
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16 93～95ページ　防災対策の充実

　在宅人工呼吸器使用者のための災
害時個別支援計画の作成について、
窓口を一本化してほしい。また、障
害福祉課と保健所の連携を強化し
て、人工呼吸器使用者を把握してほ
しい。

　（同様の意見が他に１件）

△

　在宅で人工呼吸器を使用している方の災害時個別支
援計画の作成につきましては、難病医療費助成、小児
医療費助成の対象の方は健康部（保健所）が窓口とな
り、その他の方で身体障害者手帳を所持している場合
は、福祉部障害福祉課が窓口となっております。
　今後、両課での受付方法を工夫することにより、分
かりやすい窓口体制について検討してまいります。

17 93～95ページ　防災対策の充実

　「在宅人工呼吸器使用者災害時個
別支援計画」では、対象とならない
医療を必要とする方の個別計画の策
定を進めてほしい。

△

　在宅で人工呼吸器を使用している方以外の、医療を
必要とする障害のある方の災害時個別支援計画の作成
につきましては、他自治体での取組等を参考に検討し
てまいります。

18 93～95ページ　防災対策の充実

　人工呼吸器使用者に発電機が貸与
されることとなったが、発電機、蓄
電池、カーインバーター等の中から
選択できるようにしてほしい。
　購入のための補助金などの制度を
検討してほしい。
　日常生活用具としての給付も検討
してほしい。

　（同様の意見が他に２件）

△

　区では、今年度から在宅人工呼吸器使用者を対象
に、非常用発電機の貸与事業を開始したところです。
　事業実施に当たり、区民の皆様から蓄電池の貸与・
給付や在宅人工呼吸器使用者以外の方への支援等、
様々なご意見をいただいているところです。
　区といたしましては、非常用発電機貸与事業の実施
効果等や他区の支援状況を見極めながら、今後、在宅
人工呼吸器使用者をはじめとする要支援者に対する災
害時支援について、関係部署と連携し、検討してまい
ります。
　また、発電機等につきましては、災害時の備えであ
ることや、人工呼吸器を作動させる以外の用途にも使
えることから日常生活用具としてはなじみにくいと考
えております。
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19 93～95ページ　防災対策の充実

　避難が困難な方が、洪水など前
もって予測できる災害に際し、あら
かじめ避難できる施設と移動などの
サポート体制を考えてほしい。

○

　台風の接近等により洪水の恐れがある場合には、令
和元年度末に作成した「台風による洪水を対象とした
葛飾区版タイムライン」に基づき、台風接近の３日前
には区内77箇所の学校避難所や学校避難所での避難生
活が困難な障害のある方等のための福祉避難所の開設
時期を決定し、レベル３の「避難準備・高齢者等避難
開始」を発令する際には、できる限り学校避難所と一
緒に福祉避難所についても開設できるよう、協定を締
結している福祉施設と調整することとしています。
　「避難準備・高齢者等避難開始」が発令されました
ら、お近くの学校避難所又は開設している福祉避難所
等への避難を開始してください。福祉避難所等の開設
状況につきましては、区ホームページ等でご案内いた
します。
　また、限られた時間の中での避難には危険が伴いま
すので、ご自宅が安全な場合にはご自宅で過ごしてい
ただき、洪水など前もって予測できる災害に際して
は、避難情報の発令を待たず、安全な地域にお住いの
ご親戚等のお宅に避難していただくこともご検討いた
だきますよう、お願いいたします。
　区では、災害時の避難に支援が必要な一定の障害等
がある方につきましては、「避難行動要支援者名簿」
を作成しており、ご本人の同意に基づき、警察、消
防、地元自治会等の避難支援等関係団体に提供してお
ります。
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20 93～95ページ　防災対策の充実

　感染症等のリスクが高い重症心身
障害児者の特性を考慮して、福祉施
設、病院を含む福祉避難所の確保を
進めてほしい。

△

　災害時には、学校避難所での避難生活が難しい方の
ために開設する福祉避難所として、協定を締結してい
る障害者施設等の福祉施設のほか、区施設ではウェル
ピアかつしか、シニア活動支援センター、憩い交流館
等を開放することとしています。
　あわせて、都立特別支援学校、盲、ろう学校につき
ましては、従来から第２順位避難所として開設運営の
協力をお願いしているところでありますが、より早い
時期に開設できるよう、現在、具体的な開錠方法など
について担当者間で打ち合わせており、避難していた
だける場所を増やすことで、避難者の集中を避け、感
染症のリスクを低減させるよう努めております。
　病院を福祉避難所とすることについては、災害時の
医療提供体制確保のため困難ですが、今後とも、福祉
施設との協定締結を進めるなど、重症心身障害のある
方に災害時に避難していただける福祉避難所の確保に
努めてまいります。

21 その他

　４月開所の「障がい者生活介護事
業所　スプラウト柴又」は医療的ケ
アが必要な方を積極的に受け入れる
と聞いており、運営等を支援してほ
しい。

△

　区内で障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支
援するための法律に定める、障害福祉サービス事業所
を運営する社会福祉法人等に対しては、重度障害者へ
の支援体制の充実のため、運営に要する費用の一部を
予算の範囲内で補助することを検討しております。

22 その他
　「東京都重症心身障害児者通所運
営費補助事業」である地域施設活用
型の働きかけをしてほしい。

△

　区では、医療的ケアを必要とする重症心身障害のあ
る方を対象とする通所施設の整備支援が必要と考えて
おります。今後、施設の整備を行う社会福祉法人等に
対し、東京都等の事業情報も提供してまいります。

◎：計画案に意見を反映する　　　　　　　　　　　　　４件

○：計画（素案）に盛り込まれている　　　　 　　 　　８件

△：意見・要望としてお聞きし、今後の参考にする　　１５件

　その他　２件

9


